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多
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。
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又
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滿
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で
あ
る
が
第
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ー
の
謝
は
學
校
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於
け
る
懸
賞
詩
作
、
第
二
！の
方
而
は
彼
の
進
む
可
&
獨 

■
特
の
方
向
で
あ
ら
第
四
'は
彼
の
戀
愛
を
中
心
ど
す
る
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で
あ
る
。
第
二
の
S
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、
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、
三
九
年
の
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囘
に
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の
懸
賞
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黑
は
主
ど
し
て
三
七
ょ
h
三
八
每
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中
心
ど
す
る
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ン
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評
傅
中
詳
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め
大
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を
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す
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は
之
れ 

を
評
し
て
、
怜
悧
な
る
人
間
が
天
才
的
才
能
を
有
す

社
會

^

想

家

>」

し

て
の
汐

日

ン

*
ラ

ス

キ

ン

の

生

'
涯

 

第

四

號

一

一

三



第

十

七

猞(

六1
C
}
)

雜

錄

社
會
思
想
家w

し
て
の
ク3
.ゾ
多

ス
キ
ン
の
生
浬
 

第
四

雛

1
1

四

る
人
間
に
打
ち
勝
つ
事
.を
\示

す

昼

で

あ

る

€
。
 

(
p
r
e
c
e
d
e

 

H
arrison —

J
.o
tr
n R

u
s
k
i
n
,

p

3
5

)

第
ニ
囘 

の
懸
赏
詩
は
同
三
八
年H

h
e

 

Exile 

o
f

 s
t
.
K
e
i
e
n
a

の 

®
に
於
い
て
行
は
れ
た
が
ラ
ス
キ
ン
は
W
び
失
敗
し
た 

が
發
年
のSalsette 

a
n
d

 
E
l
e
p
h
a
n
t
a

に
於
い
て
彼
は| 

遂
に
當
選
の
榮
を
荷
ふ
事
が
出
來
た
。

.
 

\ 

鑛
忙
縣
作
は(

後
に
示
す
機
に)
彼
の
進
む
可
き
方
向| 

で
な
か
つ
た
の
み
な
ら
す
殊
に
此
のN

e
w
d
i
g
a
t
e

の

懸

I. 

:
:賞
詩
の
.努
力
は
彼
に
ぞ
つ
セ
極
め
て
無
意
義
の
も
の
で
.，

\

I 

:あ
つ
f2
o T

e
g
y
s
§

の
言
葉
0
樣
に
懸
賞
詩
は
：要
す
る
'
一
 

:
に
詩
^
は
S

へ
なS

。

其
#
は|

定
め
型
に
瑱
：る
必
要
::
:j 

が
あ
る
。
ラ
ス
キ
ン
の
_
に

3

^

0

^

S
h
e
l
l
e
y

其

他

の

j 

詩
：人
の
風
が
あ
り
ビ
は
沄
へ
、：

1

定
の
：型
に
は
め
て
詩 

作
す
る
ビ
云
ふ
事
は
彼
に
^

つ
て
極
め
て
®
難

な

事

でj 

あ
つ
^
C
:第
一
囘
の
糜
賞
詩
：

Thei G
i
p
s
i
e
s

は
第
三
囘
0

「

常

義

ょ

b
も

遙

か

に

彼

獨

■
.
の

色

彩

が

强

く

其

の
代 

み
定

式
的
に
*

練

r
&

れ
て
ゐ
る
所
は
な
い
。
彼

が
才
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
へ
赴
く
に
當
つ
て
そ
の
家
庭
敎
帥
か
ら
W 

た
忠
赀
の
中
に
此
の
懸
賞
時
の
事
が
ぁ
つ
た
'

 

而
し
て 

:

其
の
忠
齿
はp

o
p
e
,

の
風
を
眞
似
せ
ょ
^
运
ふ
辦
で
ぁ 

つ
た
。
ラ
ス
キ
ン
の
父
もw

.

 

H
.

 

H
a
r
d
s
o
n

 

(Fliend- 

s
h
i
p
w
O
f
f
e
H
n
g

の
編
者)

に
與
へ
た
手
紙
の
中
で(

三 

七

年四
！：！；七

：！！

附)

ヲ

ス

キ

ン

の

詩

が

以

上

の

意

味

に 

於
い
て
.
到
底
其
の
常
«

を
克
ち
份
な

い

事
を
說
め
て
ゐ 

た
。
麴

三
八

年

の

ラ

ス

キ

ン

父

へ
の
手
紙
に
は
ラ 

ス
キ
ン
が
如
何
に
其
の
詩
を
推
敲
f
る
に
苫
心
を
拂
つ 

た
か
を
語

つ
：て

ゐ

るo
が
第
，

】

ー
囘
の
詩
は
ラ
ス
キ
ン
の
父 

の
倉
葉
の
如
く
に『

極
め
て
缺
ff
l
の
少
な
い』

も
の
で
め 

つ
て
之
れ
に
對
し
て
當
選
の
榮
擧
が
與
へ
ら
れ
た
。

.
ラ
ス
キ
ン
の
成
功
は
0
0
1瓦

？
並
び
に
大
學
の
常
屈
：
 

者
の
'注
意
を
惹
く
事
て
な
つ
た
。
同
^K

一
 

八
三
九
印) 

六
月
十
二 

B
に
は(

ォ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
記
念
祭
常
日)

此 

の
當
選
詩
の
朗
'a
が
®
大
に
行
は
れ
た=

ラ
ス
キ
ン
の 

兩
親
の
喜
悅
.は
.誠

に
，其
0

頂
上
に
達
し
た
o
併

し

，*
實

，
此

，
の

榮

擧

は

此

.

の
機
會
.に
.ラ
*ス
キ
.ン
.
'が
.湖
•■水
'詩
、
で
办 

ゐ

W
o
r
d
s
w
o
r
t
h

に
，認
め
ら
れ
た
ど
云
ふ
事
以
上
{:
典

'

の
價
値
を
有
す
る
や
否
や
極
め
て
疑
問
で
ぁ
る
。
ラ
ス 

1

^

は
此
の
事
に
關
し
て
全
然
別
.の
機
會
に
於
い
て
僅
か
當
一 

時
の
選
^
で
ぁ
つ
だ「

K
e
b
l
e

« :
彼
の
常
*
詩
に
就
い 

て
言
及
丨
て
ゐ
る
に
止
ょ
つ
て
ゐ
る
。

n〔 

s

^

ô.
îj 

..II, 

§ 

一 93
、)..'

饼

し

o
c
o
k

 
.■氏
.が
此
.■の
®

^
に
.對
す
る
ラ 

ス
.キ
ン
の
後
体
の
述
M

ビー：b
て

其

の

：評

傳

に̂|
用

せ

，
る 

言

：葉

は

：、

旣

に

羅

典
'
:
#
臘

の
*;
典

に
就

L
て
述
：ベ
ら
一 

れ
れ
る
が
：如
く
、
ラ
ス
キ
'シ
治
敍
傅
：の
^
本
中
.に

發

見

一
 

し
ぅ
る
.所
に
し
て
、
此
の
懸
赏
詩
の
：勞
作
を
稱
し
て『

父
一 

の
淚
を
流
^
ん
ば
か
り
0
悅
び

ぶレ，
rM
分
の
嗤
.ふ
可
く 

... 

fi
つ
何
ん
と
も
云
ひ
樣
の
な
い
；：

HI

負
心
：？
：

IZ

慢
心』

V
.

 

に
起
因
す
る

も
の
と
し
ヽ

：

.-I
E
に

『

懸
賞
に
ょ
つ
て
其
の 

〗

寧
生
を
努
力
せ
し
む
る
を
許
す』

，,敎
師
の
’心
事
、
了
解 

第

十

七

知(

六
ニ〕

雜
丨
餘

に=?

市
し
む
ず
述
べ
て
ゐ
る
。
拘
に
ラ
ス
キ
ゾ
は 

く
の
著
得
に
於
い
て
述
べ
て
ゐ
る
が
如
ぐ
、
敎
育
法
上

.
 

に
於
け
：る
競
帮
的
精
神
の
弊
を
痛
嘆
せ
る
米
で
あ
る

0 

(
L
i
b
r
a
r
y

 edition, vol. X
X
X
V
.

 A
p
p
e
n
d
i
x
,
(
A
d
d
i
t
i
s
a
l

 

でassages) O
x
f
o
r
d

 

s
tudies，

Pr?ze 

P
o
e
m
s
.

でp.

ひ 13,

6

 

H 

p
M. 

H
. 

C
o
o
k

 

T
h
e

 
II
 Life 

of 

R
u
s
k

p*vol.

I, 

C
h
a
p
.

 

Ill, 

§ 

III 

a
n
d

 

the 

Letter 

to 

R
e
v
.

 

W
.

 

L. 

B
r
o
w
n

 

dated 

1
8
5
3
, 

a
u
o
t
c
d

cry

 

C
o
o
k

 

in 

the 

w
a
m
e

 chapter, 

§ 

V
I
A

教
靑
ゆ
上
|:

於
け
る
競
爭
的
馈
柳
の
不
可
及
び
酹
洱
I:
就
い
て
ラ
ス 

.

キ
ゾ
の
*,
-
-
:.
.說
11
、
例
へ
l r
' Fo

r
'
c

fr.vi, 

e

r>pL
e
t
t
e
r

 

l
x

u

語
ら
れ 

た
ス
蘇
格
蘭
一
费
年
の
詁
か
參
服
-(
1

{

。
此
の
點|:
於
い
ズ
ラ
ス
キ 

ゾ
は
各
人
の
：大
分
か
信
じ
典
の
應
分
か
中
；艰
ヤ
ゐ
も
の
で
あ
る
。

.
併
し
ラ
ス
キ
ン
の
詩
作
に
就
い
て
は
、
茲
に
其
が
彼 

の
說
れ
る
方
向
で
あ
つ
た
ピ
云
ふ
事
を
指
摘
す
る
に
止 

め
て
11
に
詳
細
は
後
に
讓
、る
で
あ
ら
ぅ
。

:
.r

六

,

1
ド
時
代
：の
S

 
0
0
及
び
懸
賞
詩
作

0
0
, 

一
 

5
:
.

オ
ク
ス
フ
ォ 

針
命
^
^
家
i
.丨
て
の̂

ヨ
.
ン• it

ス
キ
ン.
p/{
-
la
l
ト
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六
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錄
社
會
思
想
家
ミ
し
て
の
ジ
3
ン
*
ヲ
ス
キ
ゾ
の
生
调

 

第

四

號1

一
六

.以
外
に
'多
少
繪
畫
及
び
音
樂
に
就
い
て
、
練
習
す
る
所 

が
あ
つ
た
。
音
樂
に
就
い
て
は
自
敍
傅
中
に
■
術
^
し 

て
の
音
樂
の
原
理
を
理
解
し
得
た
旨
を
®

い
て
ゐ
る
、

：

. 

(I, 

§§ 

2
0

2
- 2

0
4
-, L

i
b
r
a
r
y

 

edition, 

vol. 

xxv. 

o
. 

6VO 

.「
additional 

p
a
s
s
a
g
o
s
i
n
t
h
e

 

M
:

 

S
.
T

?f
L 
彼
，：

HI

:身

0
路
を
進
ん
だ
所
の
も
の
ヒ
レ
て
>
彼
の
勞
作
は 

K
a
t
a
-
P
h
u
s
i
n

の
名
に
ょ
つ
て
記
憶
さ
れ
.る
。
云
ふ
迄 

も
な
，く 
こ
は
.Introduction 

to 

the 

P
o
etry 

of 

A
r
-

 

cnitecture; 

or, 

the 

Architecture 

of 

the 
Nations 

o
f
M
u
r
o
p
s

 

considered 

in 

its 

association 
with 

Natuirar 

S
c
e
n
e
r
y

, an
d

 

National 

Character.

の
著
者 

;

の
の
名
で
あ
る
。

.

.

.

.

ト
ォ
：ク
“ス
.フ
ォ-

ド
在
學
中
ラ
ネ
キ
：

X

は
其
の
:#
夏
？
；
 

三
度
內
地
を
旅
行
し
/2
。
'
ー
八
三
七
年
の
湖
水
地
方
へ 

"の
旅
行
は
大
陸
旅
打
i
り
歸
來
後
初
め
て
の
訪
れ
で
あ 

h
從
.つ
て
同
地
方
の
印
象
は
、
：大
陸
、
"
殊
に
伊
太
利
、

.
 

瑞
s'
等
の
印
象
C
の
間
に
著
し
い
對
1
を
示
し
代
。
茲

に
於S

て
彼
の
腦
中
に
雜
築
論
に
關
す
る
成
る
考
察
が 

浮
ん
で
"

一
八
三
七
年
か
ら
三
八
年
に
掛
け
て
オ
ク
ス 

フ
ォ
ー
ド
に
於
い
て
其
の
.著
作
に
着
手
し
た
。(

旅
行
に 

j 

關
し
て
は 

Prseterita 

I, 

§§ 

W念
.

2
4

6
, 

254. 

L
i
b
rary 

editlovvol. 

I. 

p. 

xxxvi, 

note 

3
.

此
の
論
文
に
就 

| 

い
て
は 

psterita, 

J, 

§ 

2
5

0

 

參
照)

此
の
論
文
は
當
時」

L
§
cu
;s
の
編
輯
し
て
ゐ
た 

Architectural 

M
a
g
a
z
i
n
e

に
一
八
三
七
年
か
ら
三
八 

-:
年
に
瓦
つ
て
；K

& P
h
u
s
l
n
:

の
匿
名
の
中
に
連
載
さ
れ 

れ
。L

o
n
d
o
n

 

は
旣
に 

M
a
g
a
z
l
n

邝 of Natural Historv 

™
の
時
代
か
ら
ラ
ス
キ
シ
の
带
稿
を
受
け
て
ゐ
た
も
の
で 

あ
つ
て
上
詛
の
論
文
の
揭
截
せ
ら
る
く
に
及
ん
で
彼
は 

|
ラ
ス
キ

ン
の
父
に
手
紙
を
發
し
て(

一
八
三
七
年
十
一 

月
三
十
日
附)

ラ
ス
キ

ン
の
才
能
を
褒
め
更
に
後
世
ラ 

ス
キ
ン
の

文
_
吣
生
_
の
^
,
»汶
於
ぃ
て
、
彼
の
著
作 

が
初
め
て
公
に
せ
ら
れ
た
の
はL

o
n
d
s

のM
a
g
a
z
i
n
e

 

.
o
f 

Natural 

H
I
S
t
o
l
y

で
ぁ
.っ
た

ミ
运
ふ
事
が
觀
め
ら

る
、
に

至
る
は
極
め
て
名
擧
で
あ
る
ど
述

V

て
ゐ
る

o 

(
c
f
.
O
o
o
k

 —

 T
h
e

 

Life, 

vol. 

I
,*P
3
S)

.

o
o
o
k 

.

氏
に
ょ
れ
ば
ラ
ス
キ
ン
の
建
築
命
は
、
英
國 

に

於

い

て

一

國

民

の

生

活

、

信

仰

の

記

錄

ビ

し

て

の

建 

築
の
意
義
を
敎
ベ
た

»
初
の
論

文
で
あ
り
、
此
の

s«
!
i
に 

於

S
T,
其

；の

所

論

は

誠
.に
科
學
的

®
礎
を
有

i

"恐
辨
、
 

硏
究
上
に
新
し
い
道
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
'
一
八
三 

七
、
八
部
代
に
公
に
さ
れ
た
彼
の
趣
築
論
ぁ
亦
狹
い
範 

圆
で
は
あ
る
が
此
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ

o
页
に 

又
+
年

後

1
1
1
6

 

S
e
v
e
n

 

L
a
i
p
p
s

 

o
f Architecture 

Q

 

中
に
開
陳
さ
れ
て
ゐ
る
建
築
原

^
の
.あ
る
も
の
を
旣
に 

此
時
h
於
い
て
握
つ
て
ゐ

枚

：ビ
云
ふ
意
味
に
於
い
て

.
 

.ひeven'... L
a
m
p
s
,
;

 stones: o
f

'
v
eB.
c
e
'
H
h
e

 T
w
o

 patlles. 

の
序
奏
^
認
め
ら
る
ベ
き
む
の
で

* *
'

る
。
.

(cf. C
o
o
k

丨

 

T
h
e

 

Life 

of Ruskin, 

V
O
L

 

J
,

 

p
p

.
^

-
8
”
)

-

ラ

ス
ギ
ン
泡
か
ら
は
此
の
作
の
不
備
を
認
め
、！
從
つ 

て
多
少
之
れ
を
排
す
る
の
口
吻
を
漏
し
て
は
ゐ
る
が
觅 

第
十
七
怨

に
次
の
細
く
考
へ
て
ゐ
る
*

『

免

等

の

若

い

時

代

の

論

文

.は

そ

の

不

遜

な

る

取
に 

ょ
つ
て
醜
く
さ
れ
又
內
容
本
空
虛
で
は
あ
る
が
洵
に
、

::

不
AI
議
に
も
そ
の
到
達
す
可
各
饊
に
IE
し
く
到
達
し
て 

一
ゐ
る
、
而
し
てg

に
、
人
々
が
直
ね
私
に
具
へ
ら
れ
た 

ょ
ろ
乙
ば
し
き
才
能
'で
あ
る
^
|
|
め
て
く
れ
た
文
體
の 

::
:巧
妙
^
云
ふ
點
で
當
時
の
多
く
の
文
學
の
上
に
拔
き
出 

|

た
も
の
で
あ
つ
たOJ(pr35terita 

J'§

 

2
5
0
)

——

.
:.
此

0
意

味

は

0
0
0̂
氏
が
其
の
ラ
ス
キ
ン
傅
の
冒
頭 

に
引
用
し
た(

V
O
L

 

 ̂c
h
a
.̂ 

J, 

p. 

I〕

ラ
ス
キ
ン
の 

述

懷

『
1

八
八
六
年
ど
い
ふ
時
か
ら
振
返
つ
て一

八
三 

j

七
年
ざ
い
ふ
小
川
の
岸
、：：

其
處
か
ら
は
私
の
若
い
時
代 

■■
:
の
全
部
を
見
る
事
の
出
來
る
、
そ
の
岸
を
眺
む
れ
ば
、 

私
は
自
分
自
身

の

中

に

何

等

變

化

し

た

も

の

、
な

い

の 

に
氣
が
附
く
。
私
の
中
に
あ
つ
れ
あ
る
も
の
は
無
つ
た
、
 

あ
る
も
の
は
页
钇
强
く
な
つ
た
> 
私
は
覺
へ
る
に
少
な 

く
し
て
で
澤
山
に
忘
れ
て
し
ま
つ
れ
。
し
か
し
私
の
全

第
£
號

一
一
セ



舣

十

七

猃

C

六一

四)

雜

緣
社
會
瓜
想
家
^

し
て
の
ツ
ョ
ソ
*

ラ
ス
キ
ソ
の
生
_

體
.を
見
る
ミ
、
私
は
普
を
の
ま
、
の

若

者

で

た

ぐ

今

で§ 

2
5
0)

は
失
®
，
^
ダ
-
丨
マ
チ
ス
に

な
や
ま
3
れ
て
ゐ

る
に
過 

ぎ
な
い』

(
p
r

.aeru.a 
I,

. § 

2
4

6
.) 

€
云
へ
；
る

此

の

述

懷 

^
合
せV

考
へ
ら
れ
ね
ば
^
ら

s
o
w
. 

T
.
o
o
o
k

氏
は 

ラ
ス
キ
シ
の
此
の
論
文
に
現
は
れ
た
彼
の
特
笆
を
擧
げ

ノ
 

た
：後『

(

彼
の
近
世
幾
家
_
峙
代
の)
ラ
ス
ー
キ
ン
.0
殆

ざ

_

务
部
ば
此
の
初
期
の
諸
論
文
中
に
I

萠
芽
し
或
u
ff
i

一
 

圖

ビ

し

て

一

一

現

は

れ

て

「

ゐ
.る」

、(vol. 

J, 
p. 

8
6
)

ビ
一 

「

云
ふ
0
も
此
の
意
味
に
於
い
1.
*
ド
ぁ
る
。

:
,

T
h
e

 

p
ool
i
t
r
y 

of" Architecture, 

o
^
H
h
e 

iArchitec- 
| 

ture 

of 

Nations 

of 

E
u
r
o
p
e

 

c
onsidered」

！！ 

its- 

|

り
 Association 

with 

N
a
t
u
r
a
l

i's
c
e
n
e
r
y

 

a
n
d

 

Natural 

|

C
h
a
i
r
a
c
t
e
r

の
表
題
に
就
い
て
..ラ
ス
キ
ン
は
次
の
如
.、

一

■云
ふ
：” 

.
 

：
：
;

:

,

1

私
ば
將
來
の
半
生
を
®
し
て
論
达
ん
ぞ
す
る
所
の

も
の
、
定
義
を
之
れ
以
上
ょ
_り
少
な
い
又
ょ
b
含
蓄
の 

あ
る
言
葉
で
現
は
し
得
な
,̂
つ
炎」

ミ
。(F

r

布terita X、

•
四
號

八

.又

w
a
t
a

 

Phusln 

.の
E
名

『

自
然
に
邀
ふ
て』

e
云 

ふ
意
義
に
就
い
ぐ
は『

等
し
く
私
が
此
の
問
題
又
は
他 

の
問
題
に
就
い
て
論
也
ん
と
す
を
時
の
私
の
氣
興
を
现 

は
し
た
も
の
で
あ
る』

.̂
。(

0セ
.
&
.

)

.

-
A
s
h
m
o
r
e

 

W
i
n
g
i
t
e

は
此
の
.作
品
に
就
い
て
可
な 

K
V多
く
を五

！！

々
に
語
る
ゾ
興
は
W
術
上
の
間
題
に
關
す 

る
彼
の
將
來
の
著
作
に
對
す
る
織
鑰
た
る
の
み
な
ら
ず 

又
彼
の
所
論S

缺
陷
ご
力
ビ
を
併
せ
示
す
も
の
で
あ
る 

彼
は
典
の
書
屮
に
建
築
上
の
.敎

義

を

修

辭

筚

的

美

\?
:

の 

.ニ
つ
の
見
地
か
ら
可
な
り
長
い
引
用
を
載
甘
て
ゐ
る
。
 

(cf. 
D
f
e

 

of J
o
h
n

 

R
u
s
k
i
r
v

 pp. 

3
0
:
3
5
)
，
ぃ
:'
此

/)
建
築
雜
誌
上
の
論
文
ば
其
の
該
t«
な
る
古
典
的 

知
識
か
ら
し
て
ォ
ク
ス
フ

ォ
ー

ド

の

の
手

に

成 

つ

た

も

い

ざ

考
へ
ら
れ
て
ゐ
れ

當
時
の
.
.タ
ィ
：4

ス
紙 

は

同

紙

の

中

か

ら

最

も

秀

れ

た

る
も

の

€

し

て

ラ
ス
キ 

ン

の

論

文

を

媒

げ

之

れ

に

論

評

を
^

>

て
0

く

『
K
a
t
a
p
h
u
s
f
n

は
詩
人
の
精
神
皮
共
に
美
術
家
の
眼 

-

ミ
手
^
を
有
し
、
極
め
.て
静
的
な
る
論
文
を
0
载
じ
て 

ゐ
る』

e (

一
 

八
|ー

ー

九

年

ニ

月

三

日

0

同

紙

n
f
. Co

o
k

 

丨 T
h
e

 

Life. 

vol. 

I, 

p
.

oo7)
c
o
o
k
:

氏
は
之
れ
を
以
つ 

て
ラ
ス
キ
ン
の
筆
に
な
る
散
文
の
小
品
中
新
聞
紙
に
典 

の
^

i

評
の
現
は
れ
ね
も
の
；ど
，
て
は
最
初
の
も
の
で
* 

る
ビ
し
て
ゐ
る
o
之
れ
ょ
b
後
间
誌
を
中
心
ど
し
て
起 

る
討
論
は.

K
a
t
a
p
h
u
s
i
n

の
寄
稿
を
得
な
け
れ
ば
納
ら 

^
か
：つ
た
0

>

&
与

p
a
r
s
e
.
y

ギ
の
透
■
幾
法
上
の
論
.
 

戰
、

<r
*
y
, 

^
0
0
^

の
記
今
M

の
，
設

計

に

關

す

る

主

張

等 

は

何

づ

れ

も

K
a
t
a
p
h
u
s
i
n

の

手

^

ょ

つ

て1»
]

誌

上

を 

脤

は

し
t2
も

の

で

あ

る'.

■
pd'scy. 

>

」

-の
.論
戰
itC
o

 
ロ velgen.c 

c
f
. 

perpendiculars:.

の
?a
-
.
:

 

:
:名
^
下
{:
間
妞
築
誌
四
十
.
雛C

三
八
¥
ー：；月
號〕

以
7 '
に
連
戰
せ 

し
ら
れ
ゎ
。
此
の
所
論
は

1
八
艽
九
雄
!:
現
は
れ
/;
1

^

£

«§
& 

:.;cf Perspective 

r
就

い
て
杨
め
て
豫
示
的
件
赏
か
持
つ
て
ゐ
る
と 

考
へ
ら
れ
て
ゐ
ゐ
。
ス
*-
1
-タ
>
の
記
念
牌
|:
關
す
る
所
訛
は
當
然
此 

の
問
越
|:
關
し
てpoetry,

民

^
^
&̂-
民
日
^
の
蕃
游
は
ー
方
の
權 

:

威
で
あ
ゐ
琪
か
1
め
ら
れ
.て
'
见
か
徴
さ
れ
れ
も
の
で
あ
つ
ズ
全
表

•

第
十
七!#
'

.(

六一

五)

:

.錄

社
會
拟
想

M

lt
次
の
如
く

^

め
て
長
い
む
の
で
め
る
。

w
.
l
e
t
h
e
r
*

 

w
o
r
k

ylo
f

 

A
r
t

 

m
p
v
, 

w
i
t
h
,

 

p
r
o
p
r
i
e
l
y
,

 

l>e. 

c
o
m
b
i
n
e

p- 

w
i
t
l
i

 

t
n
e

 .
s
a
h
l
i
m
i
t
v

 

.
c
f 

-
N
a
t
u
r
e
a
n
d

 

w
l
l
H
t

 

w
o
u
l
d

 

b
e

 

■
m
o
s
!
;

 

a
c
p
、o

p
r
i
a
l
e

 

s
i
t
u
a
t
i
o
n

.
 f

o
r
.

?
e 

P
r
o
p
o
s
e
d

 

M

o

n

u

s

.

e

p

c+
r+
o
.

.

.
t'-
'
-
e
.

 

M
e

m
o

r
y

o
w 

ど

v
a
h

rtr

 .
s
c
o
t
f
,
’ 

i
p

O
E
d
i
n
t
m
r
g
h

 
:

其
の
外
.l
-ラ
ス
キ
ン
の
印
象
派
.

g

见
解
如
：；小
マ
も
の
こ
し
て
觀
嫁
さ 

1

又
ゐ
る 
f
cr
e
'
p
.
o
p
e
r
.

(/
h
a
pn>
s 

p

of'
-
r
p
J
-

fl
g

p

pp.E
n

yQr
a
v
i
n
g

J.

I
此
の
時
代
I：
蹈
1
る
作
品
で
ゎ
る
-坫
等
の
論
文
に
就
い
て
評
細 

Itribrarv tdwion, vol...., I, 

Part

‘日
*!
參
M)

:

I

V

;
:「

:
旣
に
述
べ
た
様
に
是
等
の
1
が
は
、
鵃
て
ラ
ス
キ
ン 

が

彼

獨

#
の
手
设
と
1

て
：採

る

に

至

つ

た

文

體

を

早

く 

も
支
配
し
得
て
ゐ
た
事
を
示
す
も
の
で
ぁ
る
が
、
要
す 

る
に
ォ
ク
ス

フ

方—

ド
時
代
並
び
に
其
の
以
前
の
文
筆 

的
努
力
は
主
^
し
て
詩
作
に
傾
注
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
€ 

見
る
事
が
出
來
る
。(cf. 

Library 

edition, 

V
O
L

 

II, 

p. 

xviii)

ラ
ス
キ
ン
の
初
期
の
文
筆
的
努
力
の
利
益
は
、 

勿
論
詩
作
.の
場
合
に
於
い
て
は
彼
の
述
懷
の
如
く
極
め 

て
無
意
義
な
る
勞
力
の
浪
費
で
.ぁ
つ
た
が
、
然
も
亦
彼

o
ジ
ョ
ゾ
*ラ
ス
キ
ン
の
生
涯 

第

四

號

.
ニ

九



m
十

七

卷(

六
一
六

)

雑

錄 

の
認
め
，る
が
如
く
、

ラ
ス
キ
ン
を
し
て
、
後
に
語
ら
ん 

亡
欲
す
る
に
至
ら
し
め
：る
や
了
旣
に
其
の
m
心
®
を
表
現 

.すべき手段を用意おかしめ

.た
謙
に
ぁ
る
。(

U
-

 

brary 

edition) 

vol. 
I，

p. 

liv. 

v
o
l
.
I
H
'

 

p
_ xx

.
o
o
o
k

 

—

 T
h
e

 

Life 

of Rusldn, 
vol. 

J, 

P
「
I〇

6
)

又
オ
ク
ス 

フ
ォ
ー
ド
時
代
の
詩
は
单
に
懸
賞
詩
作
に
止
ま

る

'

の
で 

は
な
い
。
.ラ
ス
キ
シ
は
彼
が
散
文
詩
人w

し
て
眞
の
名 

聲
を
擧
げ
る
に
到
っ
た
,:1,

八
四
三
年
以
前
に
於
い
て
、 

旣
に
詩
人
€
し
て
誤
つ
f
e路
に
出
發
で
て
ゐ
た
の
で
ぁ 

る

(

n
f
. Co

o
k
—
T
r
L
i
f
e

 

of R
u
s
k

s-V
O
L

 

J, 
p. 

§
9) 

A
d
a

 

E
a
r
l
a
n
d

は

N
e
w
d
i
g
a
t
e

の
懸
賞
詩
を
以
っ 

て
ラ
ス
キ
ン
の
若
き
詩
才
の
希
が
充
さ
れ
且
つ
女
其
、
 

は
ラ
ス
キ
ン
の
詩
人
マ

」

し
て
の
礙
程
に
#
す
ー
て
寧
ろ 

最
後
で
ぁ
つ
た
事
を
祝
鑛_

て

ゐ

る

(
R
u
s
k
i
n

 

and. 

his 

circ.e, 

p. 

4
4
)

彼
の
詩
作
はj

A
四
：三

年M
?

 

d
e
m

 

P
a
i
n
t
e
r
s

の
第1:

卷
の
發
刊
後
で
多
少
な
さ
れ
た 

が
大
體
に
於
い
て
一
八
四
芄
年
の
：頃
を
以
つ
て
終
づ
て

第
叫
號 

一，
1

ニ
〇

ゐ
る
？(p

s
t
e
r
i
t
a

 

II, 

§ 

log. 

a
n
d

 

L
i
brary 

edition, 

vol. 

Ill, p. x
x
i
x
)

併
し
最
も
華
々
し
き
努
力
を
見
せ
れ 

の
は
此
の
ォ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
時
代
e
其
の
少
し
前
で
あ 

ら
ぅ
。
以
卞
彼
の
詩
作
の1

般
ど
興
れ
に
對
L
て
主
要 

|

な
關
係
を
持
つ
て
ゐ
る
戀
愛
ビ
に
就
い
て
語
り
た
い
。

:
;
:
傳

記

々

者

は

-フ

ス

キ

：ン

の

詩

に 

一I

重
の
意
義
を
認
め 

::
る
事
が
出
來
る
、
其
は
彼
.の
.詩
が
詩
せ
I
て
^
文
學
的 

|
價
値V

又
彼
の
才
能
や
性
格
な
ぞ
の
锻
展
を
示
す
好
简 

I
I G

自
敍
傅
的
竟
義
を
.

(

殊
に
幼
時
の
詩
に
於
い
て」

布
す 

る
爲
め
で
あ
る
。(cf. 

Library 

edition, 

vol.II, 

p. 

X
V
H
)

少
年
の
眼
や
心
に
映
じ
だ
自
然
の
風
物
が
如
何
に 

.
1

し
て
$*
ビ
な
つ
^

ヵ
は
.前

に

ラ

，ス

キ

ン

の

幼

部

時

代

を 

，語
る
時
に
簡
單
に
の
べ
て
お
い
た
。
ラ
ス
キ
ン
の
父
は 

殊
に
此
の
ラ
ス
キ

ン
の
極
め
て
早
熟
な
才
能
を
認
め
て 

彼
の
將
來
に
對
し
て
明
る
い
希
望
を
投
げ
懸
け
て
ゐ
た 

(cf. 

C
o
o
k

丨

T
h
e

 
Life 

c
f
. 

R
.
u
s
k

b*,

 

V
O
L
.

 J,

.
 p. 

2
00 

ab
d s

c
q
.
M
ibrary 

c
CLiiiorJ,, 

V
O
L

 

II, 

p. 

.xviff, 

x
x
x
i
i
i

jj
i
t
會
思
想
家w

し
て
の
ジ
ヨ
シ
，，
ラ
ス
キ
ン
の
生
鹿

1

I

O
 

I

八
三
六
部
比
ラ
ス
.キ
ン
の
詩
作
上
の
，

一 

大
轉
機
で
ぁ
つ
t2(L';brary 

edition, v
o
l
.
II, 

p. 

4
4
9
)

b
o
t
e

 

i)

彼

の

詠

に

は

華

が

な

又

茜

悶

の

多

、
愛

の

詩

が 

加
へ
ら
れ
た
‘

1

八
—.
一 

|セ
#
が
ら
|こ
九
牟
の
間
に
は
：哗 

の
'愛
の
詩
にN

e
w
d
i
g
a
t
e

の
：懸
賞
詩
や
、H

e
r
o
d
o
t
u
s

 

| 

に
：對
す
る
强
い
興
成
が
ち
生
れ
れ
詩
作c

c
r

 Library 

\ 

editiorv 

vol. 

I
I
.
P
. x
xgi
此
の
詩
は
彼
が
戀
の
悶| 

え
か
ら
逃
れ
ん
爲
め
に
作
つ
た

も
の
で
：あ
る)

'が

加

へ|

:

ら
れ
/?
0
此
の
時
代
は
1R
に
一
フ
ス
キ
シ
の
詩
人
ど
f
て 

の
名
*

の
最
高
頂
で
あ
つ
た
o 

,
«は
當
持
.の
.入
«
^
あ 

る

A
l
b
u
m

 

p
o
e
t

:の

「

人
で
：あ
.つ

てJ. 

R
.

 

of 

Christ 

c
h
i
,

 

O
x
f
o
r
d

の

寄

稿

し

た

詩

を

の

，せ

た

も

の

が

無 

け
れ
ば
婦
人
の
部
屋
に
備
6

つ
：け

の

雜

書

は

木

完

佥

も

\ 

も
の
？
さ
へ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
れ
。翁(cf. 

C
o
o
k

 

I T
h
e

 

L
i
i
e

. 

o
f

 K
u
s
k
i
l
v

 v
o
L

 

I 

p. 

9
1
-
1

0
0
)

逢

し

ズ

ゐ

v

o

oll
f
cの
雜
認

i

の
交
渉
は
前
に
の

v

t:
f

L

L Cr
o
y
d
o
n

 

の

從

兄

c
h
a
a
n
s

か
通
じ

/:
も
の
で
わ
る
。
此
净
は
ラ
ス
キ
ン
の
極 

沁

て

匁

數

の

詩

作

か

促

し

た

拟

闪

、こ
し
て

#

へ

ら
れ
て
ゐ
る

o
f
. 

p

.o
k
-
T
i
e

 

Life, 

V
P
L
.
I
,
.

 p. 

9
0

)
、

併
し
：一
A
四
の
¥
以
降
の
詩
は
極
め
て
以
上
の
詩
と
.
 

0
つ

た

傾

向

を

示

し

て

，ゐ

て

最

H

十
戀
愛
詩
は
な
く
た
と
.
 

向
然S

眞
美
を
歌
つ
た
も
の
が
ぁ
h
、
此
の
®
に
於
い 

て
幼
時
の
詩
作
ど
f
f
i類
似
し
て
ゐ
る
、勿
論
そ
の
觀
察
、
;:: 

啓
示
に
於
い
て
到
底
兩
者
は
比
す
べ
く
も
.な
い
が
。
 

(
L
i
b
r
a
r
y

 

edition” V
o
】.

II, 

p. 

x
x
vT:
x
x
v
i
o:
而
し
て

是
锿
の
詩
は
-フ
ス
キ
も
ノ
の
傑
作
€
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が 

其
は
鑛
て
彼
本
來
の
進
路
で
ぁ
つ
た
散
文
體
に
路
.を

讓

: 

る
ヒ
共
k
被
の
詩
作
は
興
文
筆
的
勞
怍
か
ら
全
，く
影
を 

沒
す
る
に
至
つ
れ
-，
一
フ
ス
キ
ン
自
か
らj

八
四
K
年
伊
-
 

太
利
か
ら
父 
へ
宛
た
手
紙
で
詩
作
を
爲
し
得
ざ
る
旨
說
.

S

て
ゐ
る
。

一
八
四
六
年
に
フ
ス
キ
ン
の
父
はV

e
n
i
c
e

 

.か
ら
.

W
.

 

H
.

 .Harrison 

■に
手
紙
を
出
し
て
ラ
ス
'キ
ン 

が
最
舉
一
行
の
詩
も
書
か
な
い
事
を
歎
じ
て
ゐ
る
？

第

四

號

r
r

註
.

ラ
ス
キ
ノ
の
詩
ん
饰
榀
し
た
雜
誌
は
庄
と
し
ず
.
前
|:
述
べ
れ 

P
r
i
n
g
l
e

 

A
^

K;5
1
I
l
a
r
r
i
5
0
n
)

の
锔
輯
し
て
ゐ
r:
. F

u
c
n
d
s
h
i
p
a

 

o
f
f
e
r
i
n
g

で
わ
る
、
肩
が
之
れ
|:

寄
ゼ
穴
詩
片
11
一一
 

十
七
の
多
合
I:

第
十
七
卷

(

六
一
七)

雜

0

社
會
思
想
家w

し
て
の
*ソ
3
ン8JTV

ス
キ
ン
の
生
独

409608



第

十

七

卷(

六r

八)

雜
.

錄

:

M:
.會
思
想
家w

し
て
の
'ッ
g
ゾ
*
ヲ
ス
キ
ゾ
の
虫
迪

(
C
f
.
n
o
o
k

 —

 T
h
e

 

Life, 

vol. 

J
'

s
. 

9

0

9
8
)

此
の

■.
,:■
' 

i
; 

: 

.

.

.

.

.
 

f
c

1
1

人
.の
.友
達(

ジ
.
=f
.ン
.
•、シ
 ̂

ム
ス
_>t
ハ
ジ
ソ
，.ン
ど)

.

は
共
：に
ラ
ス
キ
ン
が
詩
作
を
放
棄
し
て
し
ま
つ
れ
事
に 

就
い
て
悲
ん
ん
で
ゐ
た
f

七
八
五
0 ;
年
に
ラ
ス
キ
ン
の 

父
の
手
で
編
興
^
れ
た
詩
集
は
此
の
悲
し
み
®
結
果
、 

.字

の

詩

才

に

對

す

る

過

朱

の

懐

出

ヒ

し

て

家

の

記

錄

に 

ど

數

部

を

尙

费

で

印

_

し
た
も

の

.
で

あ

る

併

し

終

局
 

ラ
ス
キ
ン
の
撰
擇
が
正
し
ど
せ
ら
る
、
事
ど
^

つ
だ
の 

^
明
か
で
あ
る
。

.

:

茲
に
於
い
て
筆
^

U

W
び
ラ
ス
キ

ン
の
戀
物
語
を
傅 

へ
て
其
の
結
末
を
附
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
：い
0

一
 

八
三 

4

ハ，华
の
初
め
に
佛
1»
西
.が

ら

«

の
組
合
歡
の
娘
達
が 

H
e
r
n
e

 

H
i
U

k
六
月
ば
か
h
ff
l

w
し
て
ゐ
た
間
に
ラ
：ス 

.

キ
ン
が
31
の
中
の 

一
A
>
&
j
e 

C
i
o
t
i
i
d
e

を
戀
す
る
に 

至
つ
^
事
は
前
節
に
述
べ
た
。
此
の
戀
の
#
白
は
ラ
ス 

キ
ン
0

敍
愤
で
は
比
較
的
に
輕
ぐ
取

り
扱
は
れ
て
ゐ 

る
.力 

一
■&
{:
極

.め
て
な
る
も
の

^
あ
つ
_た
S 

せ
ら

第
四
號 

一
二
二 

れ
て
ゐ
る
。(A

s
h
m
o
r
e

ミ
3*
叫
^
6ば
自
叙
傅
の
带
日
を 

,
稱
し
て
沈
默
は
言
葉
以
上
V
J語
る
ど
見
做
し
て
ゐ
る
。

ラ

ス

キ

ン

傅

三

六

頁

參
!!
«
;
又

自

叙

傳

笫

一

卷

第

五

〇

節 

ン
の
最
後
の
章
句
は
此
の
戰
に
[1
し
て
何
等
か
の
意
味
.を 

:|

持
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ)

此
時
の
威
情
に
一
八
三
：

j

ハ
年 

|

の

愛

の

詩

'己

な

つ

て

.

现
は
れ
たC

此
の
詩
こ
そ
ラ
ス
キ 

|

ン
の
當
時
の
心
情
を
語
る
本
當
の
も
の
で
あ
ら
ぅ
1)

M 

j

に
三
七
年
に
も
彼
女
を
歌
つ
た
詩
が
極
め
て
多
數
で
あ 

\

る
。(

此
頃
の
詩
に
は
多
少shelle、

の
風
が
あ
り
ど
さ 

j

れ
る
の
はJ

八
三
六
部
ラ
ス
キ
ン
はS

h
e
l
l
e
y

を
靖
ん 

\

':
で
ゐ
だ
事
を
自
叙
傅
:^
に
語
つ
て
ゐ
る
、第
一
卷
、
ニ
一

\ 

0
節

、
..-
-

ラ
ス
キ
ン
の
变
め
詩
に
就
い
て
はLib

r
a

丨

f 

ry 
edition, 

v
o
l
.
H
,

 

p. 

x
x
i

を
參
照
せ
ょ)

併
し
彼

•
由
身
の
一K

ふ
通
り(

自
叙
傅
第
一
卷
ニ
三
七
節)

又 

A
d
a

 

E
a
r
l
a
n
d

の
所
言
の
如
ぐ
、
オ
ク
ス
フ
ォ
I
ド
の
新 

-

生
活
は
彼
の
戀
々
の
情
を
靜
，め
得
た
も
の
に
相
違
な
い

.ハ
 c

f
.

.

1

パ 
u
s5;
n and. hfs. circle. 
V 

wfnw-ate 

は 

J

、
H
へ
の
ラ
ス
キV

の
多
方
而
の
仕
事
を
以
つ
て
彼
を
::
そ
し
て
彼
の
心
を
轉
換
さ
せ
樣
足
し
てm

!
s
s

 W
a
r
d
e
l
l

 

I®
の
恐
る
べ
き
結
末
ょ
b
救
ひ
#
た

も

の

ど

認

め

て

ゐ

<云
ふ
娘
と
の
接
近
が
則
ら
れ
|2
が(

o
f
. Prseterlta,

る
、Life 

of J
o
h
n

 

Rusk.irvp,. 3a
.
)

ー

八

三

八

年

の

初I, 

§§ 

2
5
7
-
2
5
9
V
:.

ラ
ス
キ
ン
は
別
に
彼
女
に
#
れ
る
事 

り
に
li
e
.が

o
y

g

â.
^

s

saQ
&

n 

M
u
s
i
c
a
n
d

 

が

な

か

つ

，
れ

。

ー

八

3
九
年
の
降
誕
祭
に 

A
d

 
か0
は

-?
]

'
:!
; 

?
匕
&
3
〒

の

、
ー

論

文

を

»:
き
典
へ
れ(

0
^
?§
ぎ

^
1
ブ
~
び

K
i
l
l

に
訪
れ
た
。
此
の
時
に
彼
が
彼
女
の 

:§§ 

2
4

7
- 2

4
S) 

c
h
a
r
i
o
t

 

j

婚
約
の
®
を
知
つ
て
ゐ
た
炉
否
か
は
不
明
で
ぁ
る
。
同 

'も
此
に
悲
し
き
記
憶
こ
そ
與
ふ
.れ
、
同
年
を
秋
の
>

.̂

华
十
二
月
に
書
か
れ
たF

a
r
e
w
e
l
l

の
詩

はS
h
e
l
l
e
y

の 

ル
1
0 

V」

の
^
會

——

出
の
K«
に
關
し
て
.ラ
ス
キ
ン
の
傲
.

風
を
持
つ
て
ゐ
る
が
最
も
傑
作
S
さ
れ
て
ゐ
る
。

1

八 

は
ラ
，ス
キ
ン
の
運
命
に
對
し
.て
11
1
犬

^
る
試
み
を
爲
^
:
.四
〇
年
三
月
遂
に
彼
等
は
結
婚
し
た
。

一

八
四

一
年
の 

fz
t
云
へ
る
が(

A
d
a

 Earland, 

op>. 

cit。
p. 4

2
)
一

I- 

| 

}

s.e
n
d
s
h
i
p

arofre

ュ ng

 

に
a
せ
ら
れ
た 

A
g
o
n
i
a

 
は
t 

3
:ベ
'な
か
つ
た
な
ら
ば

，
ラ
ス
キ
ン
の
將
來
は
、
或

は

無|

女
に
對
す
る
最
後
の
詩
で
*
る
0 

事
に
；兩
親
の
澈
望
し
て
ゐ
.だ
方
向
に
進
ん
で
ゐ
れ
か
も
一
ラ
ス
キ
ン
の
戀
は
斯
し
て
破
れ
た
、(cf. 

psterita,

^
れ
な
い
り
此
の
機
會
に
於
い
て
も
卜
^
^
の
心
は
ラ 

一H
,

 

§.1
6
}
彼
の
失
盟
は
極
め
ー
て
大
で
ぁ
つ
た
ら
ぅ
例 

ス
キ
ン
の
方
に
向
け
ら
れ
な
か
づ
^(

A
p
r

ぉteritar 

.
し
此
の
失
戀9

み
が
彼
'の
後
世
を
暗
く
し
れ
不
幸
ど

沈

•
 

l
A
I
r
l

九
年
彼
女
は
遂
に
佛
國
の
紳
鬱

$
の
原
因
で
.ぁ
る
艺
考
へ
.る
事
に
對
し
て
は
>
皆 

士
ど
0

^
に
«
約
を
結
ん
だ
。
併
し
ー
フ
ス
キ
ン
の
心
をE

a
r
l
a
n
d

の
杏
定
的
見
解
の
方
が
妥
當
と
m
心
は
れ
る
、

破
る
の
を
惘
ゎ
て
此
の
亦
は
常
分
秘
め
ら
れ
て
ゐ
た
、

o
f
. R

l
i
n

 

a
n
d

 

his n
e
,
,
p
:

0,
4

ラ
ス
キ
ン
韵
# .

..第
十
b
笠

C

六
一
九)

雜錄
社會

M
想
家
ミ
し
て
の
ジ
日
ゾ
*
ラ
ス
キ
ン
の
生E

 

第

四

號

一

二
三



.の
見
解
に
就
い
て
はF

n
r
i
t
a
,

 

J, 

§

û
u-
l
參

照

又

ラ

. 

ス
.今

ン

の

運

勢

ビ

此

の

戀

物

龉

の

關

« •
に

就

い

て

興

味 

あ
る
記
錄
を
吾
々
は「

Library 

edition, 

vol 

X
X
X
V

 

〔
p
s
t
e
r
i
t
a
〕
，
p. 

2
9
CO
の
脚
註
に
見
出
し
ぅ
る)

，
是
れ
ょ 

h 
先
、

l

A&I
o'
l

^
.y
v

n

x

^

g
lr
f
t
y
^
^
::
:
’ 

:
ン

は

丁

年

に

達

し

れ

、
；
彼

は

其

の

責

任

を

自

叙

陣

第

ニ

:.
'
一

卷T
*

三
®
で
述
べ
て
ゐ
る
。c

o
u
i
n
g
w
o
o
d

 

> 

-ょ

れ

ば

ぐ

._
. 

. 

. 

: 

: 

' 

* 

•

.

.

'

)

此
時
は
彼
を
知
る
者
に
彼
の
洋
々
た
る
前
途
の
幸
覦
を
一
：
 

思
は
せ
る
も
の
が
あ
つ
れ
。
學
校
0

本

業

も

間

近

ぐ

然

■
 

も
独
の
文
才
は
旣
に
聞
え
て
-ゐ
る
。
lm
.]
f
eけ

て

ゐ

る

のj 

は
彼
の
失
戀
で
あ
つ
た
が
.

A
d
d
l
e

は
此
時
に
は
未
だ
結
一 

ff
i
し
て
ゐ
な
か
つ
た
。.
此

年

か

ら

彼

の

，
父

は

彼

に

年

ニ 

| 

W
破
の
小
遺
錢
を
與
へ
る
事
に
；な
つ
た
、
-ラ
ス
キ
ン
は
一 

之
れ
を
以
つ
て
直
(:
!
1̂1
^

の
ぐH

a
r
k
c
h

 

c
a
s
t
l
e
》

一
 

0

盡
を
質
つ
て
了
つ
て
比
較
的
紀
節
锻
な
父
親
にP

?

 

digal 

s
o
i
l

だ
ビ
云
ふ
淡
い
印
象
を
與
べ
て
了
つ
た
。

(
C
L

 p
r
l
i
t
a
,

 

1V§
§

U4-I5}

併
し
之
れ
を
機
會
に

鲚

时

號

r
s. 

ラ
ス
キ
ン
は
初
め
て

T
u
r
n
e
r

 

V」

會
A
し
“子
た
。

(cf.

p
r
s
e
r
i
t
a
^
§

 

S)

•

併
し
戀
に
破
れ
た
後
の
ラ
ス
キ
ン
の
過
度
の
勉
银

.̂ 

そ
の
精
神
上
の
打
擊

€
相

俟

て

彼

'
の

體

力

に

悲

し

む

可
 

き
影
響
を
與
へ
た(cf. 

p

s

t

l 

n
,

 

§§ 

1
6'

 
1
7
01  

八
四
〇
年
五
月
彼
は
遂
に
肺
を
侵
さ
れ
て
吐
血
し
た
。
 

，
過

く

る

一

一

月

の

#
か
な
り
し
希
-望
は
三
ヶ
月
を
^

ぬ
間 

に
悽
慘
な
絕
望
ビ
變
じ
て
了
つ
た
。
贖
書
は
禁
せ
ら
れ 

學
業
の
繼
績
は
勿
論
中
斷
さ
れ

た
。
父
親
は
ラ
ス
キ
ン 

の
士
に
懸
け
て
ゐ
た
ぁ
ら
ゆ
る
光
朋
を
奪
れ
て
し
ま
つ 

て
全
く
落
膽
し
て
ゐ
た
が
子
の
生
命
を
氣
遺
ふ
情
に
切 

な
彼
は
其
の
失
璧
を
言
葉
に
現
は
す
事
は
な
か
つ
た
。
，
 

(cf. 
p
r
s
e
r
i
t
a

 

ir, 

§
§
1
7, 

1
8
.
)

同
年
ラ
ス
キ
ン
一
家 

は
ジ
ョ
ン
の
健
康
を
養
ふ
可
ぐ
南
伊
太
利
の
暖
か
い
地 

方
へVJ

旅
行
す
る
事
に
な
つ
た
。

'
斯
し
て
ラ
ス
キ
ジ
は
最
早
雨
親
の
希
鐾
し
て
ゐ
た
宗 

敎
界
の
權
威
者
を
し
て 

>
な
く
、
.
彼
の
觀
察
し
た
る
所_

の
も
の
が
果
し
て
何
を
語
る
か
を
正
し
く
人
々
に
齿
げ 

知
f

使
命
；を
持
つ
^
指
導
者
ビ
し
て
罾
々
の
前
に
現 

は
れ
る
亊
ビ
な
つ
た(cf. 

L
i
b
r
a
r
y

 

edition, 

v
o
l
.
1, 

p. 

xxxix, 

M
.

 

M
a
t
h
e
r
!

 J
o
h
n

 

Ruskin, 

H
i
s

 

Life 

a
n
d

 

Teaching, 

p. 

4
5
)

此
の
意
味
に
於
い
て 

l
Ara<( 

o

年

の

ニ

月

か

ら

五

月

迄

の

間

に

起

つ
；：

た

變

化

は

極

め

| 

て
：重

犬

.な

も

の

で

あ

る

ノ

：.ー 

八

四

：
ー
ー
：年

彼

は

得

び

オ

>
.

,
スフ

：：

ォ_

ド

に

戾

つ

て

»

の

學

業

を

完

成

し

た

。
:'
じ

か

一 

し
.

1

八
四
〇
年
以
後
は
彼
の
®f
し
3
矹
#

へ
の
發
砠
€

.
 

し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
"
旧

其

れ

を

語

る

前

に

：今

一

一 

0
殘
さ
れ
た
も
の
即
ち
オ
ク
5
ス

：
ォ

||'
.
^
彼

に

及

ぼ

ー
 

し
ft
利
害
に
就

い
て
識
家
の
見
解
を
窺
つ
て
見
ょ
ぅ
。

\ 

、
ラ

ス

キ

シ

：自

身

は

F
r
o
u
d
e

の
問
に
答
へ
て
彼
自
身\ 

の
關
係
す
る
範
圍
で
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
|
ド
に
於
け
る 

「

彼
.

S

糖
神
は

莢

に

/X
る
前
に
潰
さ
れ
て
了
つ
れ
ミ
云
つ 

た
#
な
：も
の
だ
ビ
述
ベ
て
ゐ
る(cf. 

Prseterita 

II,

切

.
3 ■ 

: 

; 

.

筇丁七怨

(

六ニご雜錄社會旭都冢して

C
o

o
k

氏
も
此
の
見
解
を
ど
つ
て
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド 

は
彼
の
敎
育
上
何
笠
決
定
的
の
役
目
を
演
せ
ず
且
つ
何 

等
彼
の
心
胸
に

啓
示
を
與
へ
て
ゐ
な
い

、
美
の
魅
力
は 

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
以
前
の
'フ
ス
キ
ン
の
心
胸
に

堅
く
刻 

3
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
學
校
生
活
は
他 

の
人
々
の
場
合
の
樣
に
ラ
ス
キ
ン
に
ど
つ
て
後
の
人

 ̂

を
決
定
す
る
機
會
^
は
な
り
得
な
か
つ
た
。
又
オ
ク
ス 

.

フ
ォ
ー
ド
に
於
け
る

彼
の
努
力
ば
彼
の

«

®

に
反
す
る 

|

も
の
か
然
ら
ざ
れ
ば
誤
6

た
る

彼
の
文
才
の
發
展
で
あ 

一
つ
た〕

一
八
四
三
.年

彼

は「

オ

ク

ス

フ

す

ー

ド

卒
業 

ぃ
生」

の
名
の
下
に
そ
の
名
糌
を
高
め
た

が
彼
が
事
賞
卒 

業
し
た
，の
は
オ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
の
學
業
そ
の
も
の
で
は 

な 
<
し
て
寧
ろ
、丘
や
雲
や
、
樹
林
や
蘇
苔
の
間
に
於
け 

る
他
の
方
而
の
硏
究
に
於
い
て
卒
業
し
た
の
で
あ
る
。
 

(cf. 

C
o
o
k
—
Tlle 

life 

of 

T
ui
s
k

s*, 

V
O
L

 

I, 

pp. 

6
4
, 

8
2
0

c
o

u
i

n
g

w
o

o
d

は
ラ
ス
キ
ン
の
交
友
が
彼
に
及
ぼ
し

0

ク
.B

ン
？
フ
ス
キ
ン
の
生
^

贫

四

歡

 

| 

ニ
.3
1



第

十

七

猞

(

六
ニ
ニ)

雜

錄

.

社
會
^
想
家>.
し

ズ0 -
0

日
ン
き-/
ン
キ
ン
の
生
独

 

桀

四

號J 

ニ
六

た
利
益
を
述
べ
か
後
で
此
の
交
友
が
無
か
つ
た
e
し

て

，
 

.も
ォ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
生
活
：は
：-フ
ス
キ
ン
に
利
益
を
與
，
 

へ
た
で
あ
ら
ぅ
と
な
し
て
、
然
ら
ざ
れ
.ば
彼
は 

.『

美
術
に
於
け
る
獨
學
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
>
、社
會
の 

ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
的
改
革
論
者
ど
ー
て
彼
は
べ
循
が
最
高
か
-'
: 

ら

最

低

に

亙

る

諸

階

級

：の
.

人
々
i

父
は
る
事
に
ょ
り
、

\ 

又
*
ら
ゆ
る
趣
味
を
鑑
識
し
め
ら
ゆ
る
主
張
を
吟
味
し 

あ
ら
ゆ
る
理
想
を
：比
較
す
る
®
等
に
ょ
つ
て
得
た
、：
觀
一 

察
の
廣
大
、
表
現
の
自
_
を
#
る
亭
が
出
來
な
か
づ
た\

: 

.

::

■

;
:
:
:
:•
, 

. 

:
: 

r
. 

j-

か
も
知
れ
な
い』

^
:M
論
し
.て
^
る(Life 

a
n
d

 

W
o
r
k

 
of JFohn 

Ruskin, 

vol. 

J, 

p
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十
-Frederic. 

Harrison ；

は

_
オ

ク

ス

：
フ

ォ

ー

.
ド

の

生

活

が
 

ラ
ス
キV

に

1

部
の
興
味
を
與
へ
た
第
は
認
め
ぅ
る
が 

.併

し

： 

.

'

へ『

當
時
の
課
目
、N

e
w
d
〖g
a
t
e

の
«
賞
、i

フ
ク
シ
語
の 

嵌
文
"
希
臘
語
の
文
章
論
"
#は
®:
大

な

る

.機

に

於

い

て 

ー
フ.ス
：ギ

ン

の

自

然

的

倾

向

か

ら

彼

む

引

き

離

し

、

彼

の

'

戀
愛
ご
共
に
.彼
の
最
も
貴
重
な
る
苹
の
幾
分
か
を
浪
费 

せ
し
め
た
。
ラ
ス
キ
ン
は
如
何
な
る
場
合
に
も
彼
の
印 

象
に
於
い
て
雜
多
で
ぁ
气
彼
の
熱
淑
に
於
い
て
散
漫 

で

ぁ

る

様

に

さ

れ

て

來

た

。
.恭

し

彼

が

他

の

學

位

や

名 

譽
の
仕
，事
を
避
け
T
、
自
己
特
而
の
仕
事
並
び
に
そ
の 

知
己
を
求
め
得
た
な
ら
ば
、
或
は
彼
の
愛
せ
る

_
ii
が 

I最
高
の
名
#
を
得
て
、
終

^
敎
會
の
#

々
た
る
僧
正
職
：
 

:

に
開
花
す
可
き
蕻
を
期
待
し
て
ゐ
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
 

恐
ら
く
ォ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
純
然
た
る
利
益
ぁ
る
學
校 

€ 
な
つ
た
で

あ

ら

，
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』
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ル
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ト
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兩

朝

に

於

け

ろ

工

業

鐵

⑵

.

木

«

|
 

一

.

E

.
：

妓
に
先
、つ
ゾ
ム
バ
ル
ト
が
述
べ
た
る
所
の
マ

1

ヵ
ン 

チ
，
リ

ズ

ム

概

論

並

に

-
^
ェ

業

政

策

観

を

記

で

こ

^
、
す

: 

'
吾
八
は
、
何
物
が
思
想
並
：£

本
城
則
に
就
て
、
：
前 

時
代
即
都
.市
經
濟
時
代
ょ
り
?1
承
せ
ら
れ
，
各
君
主
0 

異
れ
る
利
寄
に
ょ
り
如
何
な
る
變
化
が
必
要
に
®

じ
て 

生
せ
>
?る
べ
か
ら
ざ
k
vし
か
を
明
な
，ら
し
め
れ
る
時
、 

最
も
ょ
く
、

マ
ー
カ
ン
チ
ヅ
'ズ
ム
«

«
政

策

の

^

^

的 

.特

質

を

现»|
し

得

る

の

で>ぁ

る
>
,

:

マ
！

カ
ン
チ
リ
.
ズ
ー
は
實
に
太
な
：る
領
域
に
«
张
せ 

ら
れ
れ
る
都
市
の
經
濟
政
饱
に
他
む
ら
な
い
。
都
市
が

姑

十

七

卷

(

六
ニ
三
1

雜

錄
チ
比
丨
ド
ル
、ス

其
■

利
密

.

に
從

.

て
.

世

界
<?
)

中

心

點

を

形

成

し

た

る

が

如

.■く 

¥

や
そ
は
君
主
に
よ
つ
て
支
配
せ
ら
れ
た
る
領
土
皮
な

れ
る
も
其
政
策
は
其
根
本
觀
念
に
於
て
依
然
、
向
利
的 

で
ぁ
る
。
镏
if
:
會
舰
念
：も
亦1

般
的
國
家
觀
念
に
於
て 

i
:

極
め
て
姐
底
的
に
存
續
し
た
即
全
部
の
幸
福
は
個
人
的 

|
厂
幸
福
に
先
行
し
、
總
員
は
假
令
ヽ
»
制
君
主
を
通
じ
て
代 

 ̂
.表

せ

ら.る
る
も
尙
協
.同

的

掛
;#
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

,-
斯
冬
根
本
«
念
よ
り
先
づ
專
制
教
主
國
家
の
其
|1
1
段
の 

j 

“經
濟
的
消
费
に
對
す
る
廣
さ
に
百一

れ
る
考
傲(

3
r
s
o
r
'

,

:'
:

g
e

)

が
生
す
る
。
即
中
世
都
市
の
備
荒
政
策
は
國
家
に 

.

へ
よ
.り

て
其
總
，ベ
て
の
部
分
に
於
て
誠
心
誠
意
を
以
て
繼 

\ 

嚷
遂
れ
せ
ら
れ
た
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 ：

斯
く
て
获
に
、
一
個
の
經
濟
主
體
は 

:財
貨
を
生
產
し
或
は
：.商
業
を
營
む
彼
の
權
利
を
姊
刚
體 

(
G
e
n
l
d
n
s
c
b
a
f
o

に
得
る
S
の

原

則

を

^

に

生

せ

し

む 

る

-J
郞
今
や
國
王
に
よ
り
て
代
表
せ
ら
る
る
其
剐
體
は 

に
其
_
斷
に
よ
6
、
自
'己
の
利
害
に
於
て
適
當
な
り
V
V認

丁
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T
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兩
朝
に
於
け
石
工
業
破
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